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四
月
二
四
日
に
実
施
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選
挙
第
二
回
投
票

で
、
エ
マ
ヌ
エ
ル
・
マ
ク
ロ
ン
候
補
（
中
道
派
「
共
和
国
前
進
」〔
Ｌ

Ｒ
Ｅ
Ｍ
〕）
が
お
よ
そ
五
九
％
の
得
票
を
獲
得
し
て
再
選
さ
れ
た
。

同
夜
の
支
持
者
集
会
で
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
支
持
者
へ
の
感
謝
と

「
勝
利
」
を
高
々
と
表
明
し
た
。

対
照
的
だ
っ
た
二
つ
の
「
勝
利
宣
言
」

　

し
か
し
マ
ク
ロ
ン
氏
に
対
す
る
国
民
の
支
持
は
万
全
で
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
今
回
の
棄
権
率
（
二
八
％
）
が
、
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
退

任
後
の
ポ
ン
ピ
ド
ー
首
相
当
選
が
確
実
視
さ
れ
て
い
た
一
九
六
九
年

大
統
領
選
挙
に
続
き
、
二
番
目
に
高
い
記
録
を
示
し
た
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
。そ
れ
は
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
に
対
す
る
批
判
票
で
も
あ
っ
た
。

マ
ク
ロ
ン
氏
は
演
説
の
中
で
「
棄
権
票
に
見
ら
れ
る
国
民
の
『
怒
り

と
反
発
』
に
は
誠
意
を
も
っ
て
応
え
る
つ
も
り
だ
、
フ
ラ
ン
ス
国
民

か
ら
与
え
ら
れ
た
『
仕
事
の
受
託
者
』
だ
」
と
自
ら
に
責
任
を
課
す

か
の
よ
う
に
語
っ
た
。
同
じ
演
説
の
中
で
ル
ペ
ン
の
名
前
ま
で
出
し

た
こ
と
は
支
持
者
の
ブ
ー
イ
ン
グ
を
買
っ
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に

マ
ク
ロ
ン
氏
の
懸
念
は
大
き
か
っ
た
。「
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
は
変

え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
だ
。

　

一
方
で
マ
リ
ー
ヌ
・
ル
ペ
ン
候
補
は
、
出
口
調
査
で
敗
北
が
発

表
さ
れ
る
や
、
早
々
に
支
持
者
集
会
を
開
催
し
、「
国
民
連
合
（
Ｒ

Ｎ
）」
の
「
見
事
な
勝
利
」
と
自
画
自
賛
し
た
。
こ
の
「
勝
利
宣
言
」

の
意
味
は
、
選
挙
に
は
負
け
た
が
、
支
持
率
は
今
後
の
党
勢
発
展

へ
の
希
望
を
つ
な
ぐ
だ
け
の
も
の
た
り
え
た
と
い
う
意
味
だ
っ
た
。

二
〇
〇
二
年
に
父
ジ
ャ
ン
＝
マ
リ
ー
・
ル
ペ
ン
が
国
民
戦
線
（
Ｆ
Ｎ
、

一
八
年
に
Ｒ
Ｎ
に
改
称
）
候
補
と
し
て
初
め
て
第
二
回
投
票
に
駒
を

帝
京
大
学
教
授

渡
邊
啓
貴

マ
ク
ロ
ン
氏
が
圧
勝
し
た
大
統
領
選
挙
。
し
か
し
注
目
す
べ
き
は
、

棄
権
票
の
多
さ
と
、
ル
ペ
ン
氏
率
い
る
国
民
連
合
の
着
実
な
支
持
拡
大
で
あ
ろ
う
。

エ
リ
ー
ト
大
統
領
再
選
の
背
後
に
み
え
る
、老
舗
政
党
の
没
落
と
左
右
両
極
の
勃
興
。

フ
ラ
ン
ス
政
治
は
地
殻
変
動
を
起
こ
し
つ
つ
あ
る
。

わ
た
な
べ　

ひ
ろ
た
か　
一
九
八
六
年
パ
リ
第
一

（
パ
ン
テ
オ
ン
・
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
）
大
学
現
代
国
際
関

係
史
専
攻
博
士
課
程
修
了
。
東
京
外
国
語
大
学

教
授
な
ど
を
経
て
現
職
。
二
〇
〇
八
～
一
〇
年
在

仏
大
使
館
広
報
文
化
担
当
公
使
。
著
書
に
『
ア

メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』『
現
代
フ
ラ
ン
ス 

「
栄
光

の
時
代
」
の
終
焉
、
欧
州
へ
の
活
路
』
な
ど
。

マ
ク
ロ
ン
と
ル
ペ
ン　
そ
れ
ぞ
れ
の
勝
利

―
―
大
統
領
選
に
み
る
フ
ラ
ン
ス
政
界
再
編
の
構
図
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進
め
た
時
に
、
第
二
回
投
票
の
目
標
獲
得
率
三
〇
％
を
達
成
す
れ
ば

「
勝
利
」
だ
と
し
た
ひ
そ
み
に
倣
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
マ
リ
ー

ヌ
に
代
替
わ
り
し
た
前
回
大
統
領
選
挙
で
は
、
第
二
回
投
票
に
進
出

し
て
三
四
％
を
獲
得
、
今
回
は
そ
こ
か
ら
七
％
上
積
み
、
票
に
し
て

二
六
〇
万
票
の
増
票
だ
っ
た
。

　

同
時
に
ル
ペ
ン
は
、
前
回
は
大
統
領
選
敗
北
の
シ
ョ
ッ
ク
で
翌
月

の
総
選
挙
へ
の
対
応
が
遅
れ
、
惨
敗
し
た
経
験
か
ら
、
こ
の
集
会
で

は
弱
冠
二
六
歳
の
Ｒ
Ｎ
副
党
首
（
選
挙
期
間
中
は
党
首
代
行
）・
欧

州
議
会
議
員
ジ
ョ
ル
ダ
ン
・
バ
ル
ド
ラ
を
先
頭
に
総
選
挙
を
「
大
統

領
選
挙
第
三
回
投
票
」と
位
置
づ
け
て
支
持
者
の
引
き
締
め
を
図
り
、

国
民
議
会
で
の
勢
力
拡
大
に
野
心
を
見
せ
た
。

マ
ク
ロ
ン
の
実
行
力
の
評
価

　

そ
れ
で
は
マ
ク
ロ
ン
時
代
の
五
年
間
は
ど
う
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
か
。
実
際
に
は
、
公
約
倒
れ
と
な
っ
た
歴
代
の
政
権
と
比
べ
て
、

マ
ク
ロ
ン
時
代
の
政
策
実
施
率
は
悪
く
な
か
っ
た
。

　

確
か
に
当
初
公
約
の
目
玉
で
あ
っ
た
、
財
政
赤
字
解
消
の
た
め
の

公
務
員
の
一
二
万
人
削
減
や
年
齢
満
期
額
給
付
年
齢
の
六
五
歳
へ
の

引
き
上
げ
な
ど
は
、
国
民
の
強
い
反
対
で
実
現
し
て
い
な
い
。
し
か

し
、
第
一
回
投
票
前
に
発
表
さ
れ
た
情
報
ラ
ジ
オ
局
「
フ
ラ
ン
ス
ア

ン
フ
ォ
（France Info

）」
の
調
査
で
は
、
二
〇
一
七
年
大
統
領
選

挙
の
主
な
一
〇
〇
の
公
約
（
全
体
四
〇
〇
項
目
）
に
つ
い
て
、
実
現

四
六
件
、
部
分
的
に
実
現
二
八
件
、
未
着
手
二
六
件
と
い
う
結
果
が

出
て
い
る
。

　

経
済
政
策
で
は
、労
働
市
場
柔
軟
化
の
た
め
の
労
働
法
典
改
正（
不

当
解
雇
の
賠
償
金
の
上
限
規
定
・
中
小
企
業
の
企
業
単
位
の
労
使
交

渉
を
承
認
）、
失
業
率
の
改
善
（
九
・
〇
％
か
ら
七
・
四
％
、
公
約
で

は
七
％
）、
失
業
保
険
未
加
入
者
へ
の
見
込
み
額
支
給
（
全
就
労
者

の
失
業
保
険
受
給
）、
看
護
士
の
給
料
引
き
上
げ
、
給
与
課
税
の
一

部
廃
止
に
よ
る
購
買
力
上
昇
（
二
一
年
一
一
月
三
・
五
％
向
上
）、
全

国
の
五
分
の
四
の
家
庭
で
住
民
税
の
廃
止
、
治
安
の
悪
化
の
中
で
警

察
・
近
衛
兵
の
一
万
人
雇
用
な
ど
で
、
マ
ク
ロ
ン
が
実
行
力
を
示
し

た
こ
と
は
確
か
だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
決
し
て
評
判
は
よ
く
な
か
っ
た
が
、
マ
ク
ロ
ン

大
統
領
は
感
染
対
策
に
奔
走
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
は
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
議
長
国
と
し
て
プ
ー
チ
ン
氏
と
も
っ
と
も
多
く
会
談
し
た

外
国
人
政
治
家
と
し
て
和
平
調
停
に
尽
力
し
た
こ
と
を
国
民
も
認
め

て
い
る
。
政
策
の
安
定
さ
に
つ
い
て
国
民
が
マ
ク
ロ
ン
氏
に
対
す
る

一
定
の
信
頼
感
を
持
っ
た
の
は
確
か
だ
。

マ
ク
ロ
ン
再
選
の
背
景
―
―
左
右
大
政
党
の
没
落

　

マ
ク
ロ
ン
再
選
の
最
大
の
要
因
は
極
右
Ｒ
Ｎ
党
首
マ
リ
ー
ヌ
・
ル



外交 Vol.73 May/Jun. 2022 116

ペ
ン
候
補
以
外
に
有
力
な
対
抗
者
が
現
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

二
〇
一
二
年
の
選
挙
ま
で
は
保
守
派
と
社
会
党
の
二
大
政
党
の
有
力

候
補
に
よ
る
争
い
が
通
例
だ
っ
た
が
、
前
回
の
マ
ク
ロ
ン
派
の
誕
生

で
そ
れ
が
変
わ
り
始
め
、
今
回
の
選
挙
で
大
政
党
の
凋
落
が
一
層
明

白
と
な
っ
た
。

　

第
一
に
Ｌ
Ｒ
の
後
退
だ
。
昨
年
一
二
月
ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ぺ
ク
レ
ス

元
高
等
教
育
大
臣
が
Ｌ
Ｒ
候
補
に
選
出
さ
れ
た
。
五
〇
代
前
半
で
、

若
い
こ
ろ
ソ
ニ
ー
の
研
修
生
と
し
て
日
本
に
滞
在
し
、
日
本
語
も
話

す
才
媛
に
、
当
初
は
多
く
の
期
待
が
か
か
っ
た
。
候
補
者
選
出
直
後

に
支
持
率
は
一
五
％
を
超
え
、
ル
ペ
ン
を
抜
い
て
マ
ク
ロ
ン
に
次
ぐ

第
二
位
の
人
気
を
得
た
が
、
二
月
終
盤
に
は
大
き
く
後
退
。
結
局
選

挙
資
金
還
付
の
権
利
を
持
つ
最
低
投
票
率
五
％
に
も
達
せ
ず
、
泡
沫

候
補
に
ま
で
萎
ん
だ
。

　

第
二
に
社
会
党
も
凋
落
し
た
。
そ
も
そ
も
マ
ク
ロ
ン
自
身
が
社
会

党
オ
ラ
ン
ド
政
権
の
閣
僚
で
あ
り
な
が
ら
、
オ
ラ
ン
ド
の
政
治
に
飽

き
足
ら
ず
、
社
会
党
を
離
党
し
、
新
勢
力
「
前
進
」（
二
〇
一
七
年

五
月
大
統
領
選
挙
後
「
前
進
す
る
共
和
国
〔
Ｌ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
〕」
に
改
称
）

を
一
七
年
の
大
統
領
選
挙
前
年
夏
に
立
ち
上
げ
、
社
会
党
穏
健
派
と

中
道
派
「
民
主
主
義
運
動
（M

odem

）」
の
支
持
を
追
い
風
に
し
て
、

一
気
に
大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
。
他
方
、
従
来
の
社
会
党
は
マ
ク
ロ

ン
に
食
わ
れ
る
形
で
右
派
を
失
い
、
左
派
は
「
極
左
」
と
呼
ば
れ
る

急
進
左
派
勢
力
メ
ラ
ン
シ
ョ
ン
の「
不
服
従
の
フ
ラ
ン
ス（
Ｌ
Ｆ
Ｉ
）」

と
旧
共
産
党
系
の
勢
力
に
吸
収
さ
れ
る
形
と
な
っ
て
分
裂
し
た
。
今

回
も
現
職
の
イ
ダ
ル
ゴ
・
パ
リ
市
長
が
予
備
選
挙
で
大
統
領
候
補
と

な
っ
た
が
、
得
票
率
は
わ
ず
か
一
・
七
四
％
に
と
ど
ま
り
、
党
の
存

在
が
危
ぶ
ま
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
沈
ん
だ
。

　

こ
れ
は
、
従
来
の
左
右
の
政
治
対
立
軸
が
す
で
に
過
去
の
も
の
と

な
っ
た
証
拠
だ
。
フ
ラ
ン
ス
の
著
名
な
政
治
学
者
パ
ス
カ
ル
・
ペ
リ

ノ
―
・
パ
リ
政
治
学
院
名
誉
教
授
は
、
す
で
に
一
二
年
大
統
領
選
挙

時
に
、「
左
右
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」「
階
級
対
立
」「
国
土
内
の
東
部
と

西
部
・
地
方
と
国
家
」
な
ど
の
対
立
は
「
昨
日
（
過
去
）
の 

亀
裂
（
対

立
軸
）」
で
あ
る
と
喝
破
し
、今
日
の
対
立
軸
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
」

「
経
済
的
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」「
文
化
（
価
値
観
）
の
自
由
・
多
様
性
」

に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
た
。
こ
の
解
釈
を
借
り
れ
ば
、
既
存
大
政
党

は
旧
態
依
然
た
る
殻
を
脱
し
き
れ
ず
、
問
題
解
決
能
力
を
失
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
国
民
は
新
し
い
対
立
軸
の
中
で
の
選
択

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
欧
州
統
合
・
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
・
文
化

的
多
様
性
は
文
字
通
り
、
マ
ク
ロ
ン
派
、
Ｒ
Ｎ
、
Ｌ
Ｆ
Ｉ
の
主
張
を

め
ぐ
る
論
争
軸
で
あ
っ
た
。

抗
議
す
る
人
々
―
―
二
つ
の
極
右
と
極
左
の
進
出

　

第
二
回
投
票
前
の
四
月
二
〇
日
夜
に
行
わ
れ
た
テ
レ
ビ
討
論
会
直
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後
の
世
論
調
査
で
は
、
実
行
力
と
政
策
上
の
安
心
感
に
つ
い
て
は
マ

ク
ロ
ン
に
軍
配
が
上
が
っ
た
が
、
親
し
み
や
す
さ
で
は
ル
ペ
ン
の
方

が
わ
ず
か
に
リ
ー
ド
し
た
。

　

実
際
に
は
政
権
発
足
か
ら
半
年
で
支
持
率
が
五
〇
％
を
切
っ
た
マ

ク
ロ
ン
政
権
の
五
年
間
、
政
権
の
人
気
は
終
始
大
き
く
浮
上
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。大
統
領
選
前
年
に
な
っ
て
自
分
の
政
党
を
結
成
し
、

八
ヵ
月
で
大
統
領
に
な
っ
た
マ
ク
ロ
ン
は
、
多
く
の
官
僚
や
政
治
家

を
輩
出
す
る
エ
リ
ー
ト
校
国
立
行
政
学
院
（
Ｅ
Ｎ
Ａ
）
出
身
で
銀
行

家
、
そ
の
後
オ
ラ
ン
ド
社
会
党
政
権
の
経
済
大
臣
に
ま
で
就
任
し
た

青
年
政
治
家
だ
が
、結
局
彼
は
エ
リ
ー
ト
の
側
の
人
間
で
し
か
な
い
。

多
く
の
フ
ラ
ン
ス
庶
民
の
眼
に
は
彼
は
そ
う
映
っ
た
。

　
「
連
帯
富
裕
税
（
Ｉ
Ｓ
Ｆ
、
富
裕
層
の
相
続
税
）」
の
「
不
動
産
相

続
税
（
Ｉ
Ｆ
Ｉ
）」
へ
の
変
更 （
実
質
上
の
富
裕
層
の
相
続
税
減
税
）、

法
人
税
減
税
な
ど
の
政
策
は
、
金
持
ち
と
企
業
に
対
す
る
優
遇
措

置
と
み
な
さ
れ
た
。
経
済
・
財
政
政
策
に
対
す
る
庶
民
の
反
発
は
、

二
〇
一
八
～
一
九
年
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ガ
ソ
リ
ン
の
税
率
引
き
上
げ
に
抗

議
す
る
黄
色
い
ベ
ス
ト
運
動
」、
年
金
改
革
反
対
の
た
め
の
激
し
い

交
通
ス
ト
な
ど
に
現
れ
た
。
加
え
て
不
景
気
と
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
不

活
性
化
と
国
際
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
が
物
価
高
を
招
き
、

他
方
で
一
昨
年
に
警
察
官
の
防
衛
手
段
強
化
を
含
む「
治
安
包
括
法
」

を
導
入
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
種
差
別
や
社
会
不
安
の
増
大
は

払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。
選
挙
前
の
各
世
論
調
査
で
は
マ
ク
ロ
ン
の
治

安
政
策
を
支
持
し
な
い
人
が
約
六
割
を
示
し
、
最
大
の
関
心
と
し
て

購
買
力
向
上
を
挙
げ
る
人
が
一
番
多
か
っ
た
。大
統
領
選
挙
で
は「
購

買
力
」
の
向
上
は
最
大
の
争
点
と
な
り
、そ
れ
に
続
い
た
の
が
移
民
・

治
安
政
策
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
Ｒ
Ｎ
の
ル
ペ
ン
候
補
が

強
く
批
判
し
た
点
だ
っ
た
。

　
「
排
外
主
義
」
を
強
行
に
標
榜
し
、
ル
ペ
ン
氏
以
上
に
過
激
な
言
質

で
そ
の
極
右
ぶ
り
を
発
揮
し
て
共
感
を
得
た
評
論
家
エ
リ
ッ
ク
・
ゼ

ム
ー
ル
氏
（「
失
地
回
復
」）
の
人
気
も
、
そ
う
し
た
国
民
的
不
満
を

反
映
し
て
い
た
。
ゼ
ム
ー
ル
候
補
は
結
果
的
に
は
第
一
回
投
票
で

七
％
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
昨
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
ル
ペ
ン
氏
を
抜

い
て
マ
ク
ロ
ン
氏
の
対
抗
馬
の
筆
頭
に
ま
で
躍
り
出
る
勢
い
を
見
せ

た
。
Ｒ
Ｎ
と
二
つ
の
極
右
が
誕
生
し
た
が
、「
失
地
回
復
」
の
極
端

な
主
張
が
ル
ペ
ン
の
排
外
主
義
を
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
形
と
な

り
、
極
右
は
二
つ
の
勢
力
を
合
わ
せ
る
と
、
五
年
前
よ
り
も
一
〇
％

近
く
得
票
率
を
上
げ
た
こ
と
に
な
る
。

　

左
翼
で
は
、
二
〇
一
二
年
大
統
領
選
挙
に
際
し
て
「
左
翼
戦
線
」

を
組
織
し
た
メ
ラ
ン
シ
ョ
ン
候
補
が
、
そ
の
後
党
勢
を
拡
大
し
一
七

年
大
統
領
選
挙
で
は
一
九
・
九
八
％
、
今
回
の
第
一
回
投
票
で
は
ル

ペ
ン
に
肉
薄
す
る
二
一
％
の
得
票
率
を
挙
げ
た
。
Ｌ
Ｆ
Ｉ
は
反
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
や
フ
ラ
ン
ス
の
主
権
主
義
で
は
ル
ペ
ン
と
軌
を
一
に
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し
、
エ
リ
ー
ト
主
導
の
マ
ク
ロ
ン
政
治
に
正
面
か
ら
反
発
す
る
「
抗

議
す
る
人
々
」
と
し
て
「
庶
民
の
立
場
」
の
一
翼
を
担
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
傲
慢
な
人
を
よ
く
全
能
の
神
「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」
に

例
え
る
が
、
マ
ク
ロ
ン
も
し
ば
し
ば
そ
う
呼
ば
れ
た
。
貧
し
い
人
た

ち
や
旧
植
民
地
の
人
々
を
蔑
視
し
た
発
言
も
時
に
聞
か
れ
た
。「
国

家
（
エ
リ
ー
ト
）」
対
「
社
会
（
庶
民
・
人
民
）」
と
い
う
欧
州
の
対

立
構
造
の
原
型
は
依
然
生
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
人
々
の
受
け
皿
に

な
っ
た
の
が
ル
ペ
ン
で
あ
り
、
メ
ラ
ン
シ
ョ
ン
だ
。

「
脱
悪
魔
化
」
す
る
「
極
右
」

　

し
か
し
、
結
局
ル
ペ
ン
は
「
エ
リ
ー
ト
」
の
壁
に
今
回
も
撥
ね
返

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
マ
リ
ー
ヌ
・
ル
ペ
ン
は
、
感
情
的
で
機
会
主
義
、

そ
し
て
明
ら
か
に
排
外
主
義
・
差
別
主
義
を
隠
そ
う
と
し
な
か
っ
た

父
ジ
ャ
ン
・
マ
リ
・
ル
ペ
ン
の
後
を
継
ぎ
、
二
〇
一
一
年
に
Ｆ
Ｎ
党

首
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
党
の
路
線
を
「
脱
悪
魔
化
」
と
称
し
て
、

庶
民=

弱
者
の
立
場
に
立
っ
た
政
策
を
掲
げ
、
父
の
時
代
の
看
板

で
あ
っ
た
排
外
主
義
は
次
第
に
鳴
り
を
潜
め
、
社
会
福
祉
重
視
、
共

和
主
義
・
民
主
主
義
擁
護
を
公
言
す
る
政
党
へ
と
衣
替
え
し
、
極
右

の
穏
健
化
、
あ
る
い
は
「
左
傾
化
」=

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
左
翼
の
風

貌
を
新
た
に
備
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
ル
ペ
ン
世
代
」
と
称
さ
れ

た
マ
リ
ー
ヌ
の
仲
間
た
ち
の
目
的
は
、
政
権
奪
取
可
能
な
政
党
づ
く

り
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
政
権
与
党
に
ふ
さ
わ
し
い
「
安
定
感
」

と
「
信
頼
感
」
を
国
民
に
与
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

マ
リ
ー
ヌ
・
ル
ペ
ン
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
集
会
に
は
ス
キ
ン

ヘ
ッ
ド
は
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
も
禁
止
。
若
々
し
く

精
悍
な
労
働
者
や
ア
ラ
ブ
系
の
ハ
ー
フ
の
若
い
女
性
が
選
挙
戦
の
ポ

ス
タ
ー
に
使
わ
れ
た
り
し
始
め
て
二
〇
年
が
た
つ
。
表
面
上
の
「
脱

悪
魔
化
」
は
進
み
、
こ
の
政
党
は
次
第
に
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
に
定
着

し
て
き
た
。
も
と
も
と
宗
教
的
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
統
主
義
を
母

体
と
し
て
い
る
た
め
、
避
妊
・
中
絶
・
人
工
授
精
、
さ
ら
に
同
性
婚

法
、
男
女
平
等
法
（
パ
リ
テ
）
な
ど
に
は
反
対
し
、
死
刑
の
復
活
を

唱
え
て
き
た
。
同
時
に
治
安
秩
序
強
化
の
立
場
か
ら
、
非
行
取
り
締

ま
り
の
た
め
の
治
安
警
察
力
強
化
、
一
九
七
〇
年
に
廃
止
さ
れ
た
破

壊
活
動
防
止
法
の
復
活
を
主
張
し
て
い
た
。
し
か
し
大
統
領
選
挙
が

近
づ
い
て
く
る
と
、
ル
ペ
ン
は
避
妊
治
療
費
還
付
を
条
件
付
き
で
承

認
、
昨
年
一
二
月
に
は
母
体
の
危
険
時
の
堕
胎
を
認
め
た
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
決
定
を
受
け
入
れ
、
今
年
三
月
に
は
パ
リ
テ
が
女
性
の
地
位
向

上
に
貢
献
し
た
こ
と
を
認
め
た
。
ル
ペ
ン
は
着
実
に
国
民
の
間
で
支

持
を
拡
大
し
て
い
る
。

「
共
和
主
義
」
の
歪
曲

　

し
か
し
そ
の
共
和
主
義
擁
護
の
論
法
は
、
本
質
的
に
は
矛
盾
に
満
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ち
て
い
る
。
ル
ペ
ン
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
共
和
主
義
」
政
体

が
今
日
ま
で
維
持
さ
れ
て
き
た
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
保
守
的
な
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
価
値
観
に
支
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ル
ペ
ン
は
、
女
性
の
地
位
や
男
女
平
等
を
主
張
す
る
。
し
か
し
伝

統
的
な
良
妻
賢
母
こ
そ
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
基
本
で
あ
り
、
女
性
が
安

心
し
て
子
育
て
を
行
う
に
は
安
定
し
た
経
済
社
会
が
不
可
欠
だ
と
考

え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
格
差
を
生
み
、
平
等
と
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
自

由
と
文
化
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
わ
せ
る
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
（
自

由
競
争
）
や
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
ま

た
自
分
は
外
国
人
を
積
極
的
に
差
別
す
る
の
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス

文
化
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
擁
護
し
て
い
る
の
だ

と
彼
女
は
呼
び
か
け
る
。「
真
の
国
民
」
は
自
分
た
ち
「
フ
ラ
ン
ス

国
民=

庶
民
」
で
あ
り
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
価
値
観
と

は
自
分
た
ち
の
も
の
だ
と
い
う
。
外
国
人
・
移
民
を
積
極
的
に
攻
撃

す
る
こ
と
は
な
い
が
、
本
来
の
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
利
益
は
擁
護
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
人
々
の
「
防
御
心
理
」
に
訴
え
る
論
法
だ
。

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
伝
統
的
価
値
観
が
、
恣
意
的
に
共
和
主
義
や
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
言
葉
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
議
論
で
あ
る
。

　
「
ラ
イ
シ
テ
（
政
教
分
離
）」
の
教
義
論
理
を
逆
手
に
取
っ
た
議
論

も
Ｒ
Ｎ
の
特
徴
の
一
つ
だ
。
フ
ラ
ン
ス
共
和
制
で
は
政
治
と
宗
教
は

切
り
離
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
特
別
待
遇
す
る
必

要
は
な
い
、
公
共
の
場
で
の
ス
カ
ー
フ
着
用
も
イ
ス
ラ
ム
系
移
民
の

犯
罪
行
為
も
厳
し
く
取
り
締
ま
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
だ
。

こ
の
点
で
は
ル
ペ
ン
は
自
分
た
ち
こ
そ
、
共
和
国
原
理
の
「
ラ
イ
シ

テ
」
の
一
貫
し
た
担
い
手
で
あ
り
、移
民
受
け
入
れ
に
積
極
的
な
「
甘

い
」
政
策
を
と
る
歴
代
政
権
は
共
和
国
原
理
を
曲
げ
て
い
る
と
主
張

す
る
。政
教
分
離
は
も
と
も
と
第
三
共
和
制
の
時
代
、ま
だ
カ
ト
リ
ッ

ク
教
徒
が
支
配
的
で
あ
っ
た
時
代
に
、
旧
勢
力
の
復
権
を
恐
れ
た
共

和
派
や
新
教
徒
が
こ
の
立
場
を
支
持
し
た
。
こ
れ
ま
で
世
論
調
査
で

は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
過
半
数
は
、
公
教
育
の
場
で
の
ス
カ
ー
フ
着
用

を
認
め
て
い
な
い
。
政
教
分
離
政
策
の
例
外
を
認
め
な
い
立
場
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
は
ル
ペ
ン
の
立
場
は
国
民
の
多
数
派
だ
。

　

し
か
し
共
和
主
義
的
な
社
会
・
文
化
的
平
等
の
観
点
か
ら
す
る
と
、

移
民
・
外
国
人
問
題
は
「
社
会
的
弱
者
の
擁
護
」
と
結
び
つ
く
。
ラ

イ
シ
テ
法
が
一
九
〇
五
年
に
導
入
さ
れ
た
時
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
強
者

で
あ
っ
た
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
弱
者
だ
。
賛
否
両
論
が
激
し
く
展

開
さ
れ
て
い
る
真
の
理
由
は
実
は
そ
こ
に
あ
る
。

　

実
際
に
今
か
ら
約
四
〇
年
前
に
ミ
ッ
テ
ラ
ン
社
会
党
政
権
が
誕
生

し
た
時
に
「
教
育
特
別
区
（
Ｚ
Ｅ
Ｐ
）」
に
代
表
さ
れ
る
移
民
第
二
・

第
三
世
代
に
対
す
る
就
職
教
育
の
た
め
の
授
業
や
特
別
教
育
制
度
が

取
り
入
れ
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
制
度
は
、
そ
の
後
の
保
守
政
権
に

お
い
て
も
引
き
継
が
れ
て
き
た
。
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し
か
し
そ
れ
は
成
功
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
一
九
九
五
年

リ
ヨ
ン
郊
外
で
テ
ロ
容
疑
者
の
移
民
青
年
が
射
殺
さ
れ
た
事
件
（
死

後
無
罪
が
判
明
）、「
パ
リ
燃
ゆ
」
と
騒
が
れ
た
二
〇
〇
五
年
移
民
第

二
・
第
三
世
代
の
少
年
た
ち
の
暴
動
、
一
五
年
イ
ス
ラ
ム
教
預
言
者

ム
ハ
ン
マ
ド
を
揶
揄
し
た
週
刊
新
聞
「
シ
ャ
ル
リ
ー
・
エ
ブ
ド
」
紙

本
社
（
パ
リ
）
が
襲
撃
さ
れ
た
事
件
な
ど
、
移
民
青
年
た
ち
の
不
満

は
日
常
化
し
、
折
あ
る
ご
と
に
暴
発
し
て
い
る
。

　

一
連
の
事
件
は
治
安
悪
化
・
失
業
な
ど
に
対
す
る
不
安
心
理
と
結

び
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
一
般
国
民
に
は
外
国
人
・
移
民
に
対
す
る
反

発
に
つ
な
が
る
。「
移
民
」=

「
社
会
・
経
済
不
安
」=

「
治
安
悪
化
・

失
業
の
元
凶
」
と
い
う
図
式
が
こ
の
四
〇
年
近
く
の
Ｆ
Ｎ
・
Ｒ
Ｎ
の

主
張
だ
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
「
フ
ラ
ン
ス
人
優
先
主
義
」
が
肯

定
さ
れ
る
。
今
回
の
大
統
領
選
挙
で
も
国
民
投
票
に
よ
る
移
民
管
理

強
化
、
外
国
人
家
族
の
再
統
合
禁
止
、
出
生
地
主
義
廃
止
、
公
営
住

宅
へ
の
入
居
や
雇
用
斡
旋
に
つ
い
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
優
先
政
策
を
ル

ペ
ン
が
公
然
と
提
唱
し
た
背
景
に
あ
る
考
え
方
で
あ
っ
た
。

新
た
な
フ
ラ
ン
ス
政
治
勢
力
地
図　

三
つ
巴
の
総
選
挙

　

大
統
領
選
第
一
回
投
票
に
示
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
政
治
勢
力
図
は
、

中
道
マ
ク
ロ
ン
派
、
ル
ペ
ン
氏
の
Ｒ
Ｎ
、
そ
し
て
メ
ラ
ン
シ
ョ
ン
の

Ｌ
Ｆ
Ｉ
の
三
つ
巴
の
構
図
だ
。
そ
れ
は
六
月
一
二
～
一
九
日
の
国
民

議
会
（
下
院
）
選
挙
に
も
当
然
反
映
す
る
。

　

小
選
挙
区
二
回
投
票
制
な
の
で
連
立
す
る
他
の
政
党
を
持
た
な
い

Ｒ
Ｎ
は
こ
れ
ま
で
第
一
回
目
で
ト
ッ
プ
に
立
っ
て
も
決
選
投
票
で
は

敗
れ
る
こ
と
が
多
く
、
議
席
を
伸
ば
せ
な
い
で
き
た
。
し
か
し
大
統

領
選
挙
二
回
目
投
票
直
後
の
世
論
調
査
（
ア
リ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ラ
ク

テ
ィ
ブ 

四
月
二
四
～
二
五
日
）で
は
、
議
席
数
で
は
Ｌ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
や
中
道

派
連
合
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
が
単
独
過
半
数
（
総
議
席
数
数
五
七
七
、

過
半
数
二
八
九
議
席
）を
維
持
し
、 

Ｒ
Ｎ
は
七
五
～
一
〇
五
議
席（
そ

の
後
、
五
月
の
予
想
で
は
そ
の
半
分
以
下
に
後
退
）
を
獲
得
す
る
見

込
み
で
、
現
有
八
議
席
か
ら
大
躍
進
、
共
和
党
Ｌ
Ｒ
の
退
潮
傾
向
は

一
層
進
む
と
い
う
予
測
が
出
た
。メ
ラ
ン
シ
ョ
ン
は
左
派
を
統
一
し
、

マ
ク
ロ
ン
派
を
制
し
て
、
自
ら
が
首
相
に
な
る
と
豪
語
し
た
。
実
際

に
環
境
派「
欧
州
環
境
緑（
Ｅ
Ｅ
Ｌ
Ｖ
）」と
共
産
党
と
の
連
立
を
早
々

に
決
め
、
五
月
四
日
に
社
会
党
と
の
選
挙
協
力
も
決
ま
っ
た
。

　

五
月
一
六
日
に
エ
リ
ザ
ベ
ト
・
ボ
ル
ヌ
首
相
が
誕
生
し
た
。

一
九
九
一
年
ク
レ
ソ
ン
氏
以
来
、二
人
目
の
女
性
首
相
だ
。
環
境
相・

労
働
相
の
経
験
者
で
、
環
境
・
温
暖
化
対
策
を
重
視
す
る
マ
ク
ロ
ン

大
統
領
の
意
を
受
け
た
人
事
だ
。
新
首
相
へ
の
期
待
は
大
き
い
。
こ

の
動
き
を
踏
ま
え
て
、
国
民
議
会
選
挙
後
に
果
た
し
て
メ
ラ
ン
シ
ョ

ン
首
相
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。
Ｒ
Ｎ
は
議
会
内
で
ど
れ
だ
け
の
勢

力
と
な
る
の
か
。
今
後
の
フ
ラ
ン
ス
政
治
は
波
乱
含
み
だ
。
●




